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研究集録20

1993年研究•実践

障害児教育の創造

神戸大学発達科学部附属養護学校



はじめに

学校長 清水民子

今年度も 1年の教育課程を無事に終え，研究集録をまとめる時期となりました。

本校では，子どもたちの指導の合間に記録を書くという教官の仕事が，膨大な量に上ります。日

常的には，昼，給食の世話の後，校庭や校舎裏で跳びまわっている子どもたちを横目に見ながら，

記録に余念のない担任たち これは保護者との連絡日誌です。

担任の机の上の子どもひとりひとりのケース・ファイルに詰め込まれた詳細な記録，カルテ。週

ごとに発行されているクラスだよりや学部だより，その他のお知らせ。

教育実習や研究協議会，研究会のたびに作成される指導案。

学期末の「あゆみ」に小さな字でびっしり書き込まれた，課題ごとの到達点。

子どもたちの動きが，表情が，発言が，新しい変化が刻々書きとめられ，期間をおいてまとめら

れ，分析され，次の子どもたちへの働きかけを計画するための，データベースとなっていきます。

この年度末の研究集録のレポートづくりのために，何人の先生が徹夜をしたり，風邪をひいたり

したでしょうか。春休みに向けて送り出したクラスの子どもたちの 1年間の姿が，入れ替わり立ち

替わり，思い出されて，あれを書こうか． これを書こうかと迷ったことでしょうか。きびしく，あ

わただしい日常の，子どもたちとの生活のなかで見落としていた事柄，あらためての発見．反省，

問題の整理，結論が出せなかったことへの考察，等々一時間をかけて，苦心することで，研究集

録の執筆・発行は教師としての成長の一里塚でもあり，学校としての歴史の刻み目でもあります。

この研究集録はうれしいことに刊行20冊目となります。

歴代学校長はじめ，教職員集団の努力によって，毎年発行を20年も続けてこられたことを感謝し，

共に慶賀したいと思います。

ごー読いただきました先生方にも厚くお礼を申し上げます。内容に関して， ご高評たまわります

とともに，本校研究協議会へのご参加等， ご来校の機会をもっていただければ幸いです。

(1994年3月25日）
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● 1993年度研究実践活動の方針●

研究主題

障害をみつめ，発達にそくし，生活実態にねざした

科学的な障害児教育実践の創造

1993. 4. 6 神戸大学発達科学部附属養護学校 研究推進委員会

1. 障害児教育をめぐる情勢と本校教育の課題

について

教官定数増につい 今年度は，障害児教育の

ての切実な要求 あり方について論議され

てきた「教育的統合」をすすめる制度的な改革

に着手される年となった。ひとつは， 1月28日

学校教育法施行規則が改正され，今年4月1日

より「通級制」が制度化されることである。ゎ

が国の学校教育法体系として，初めて通常学級

に在籍する障害児の扱いを規定したものである。

通級教師をどこに配属するかによって，小• 中

学校における通級学級の開設，盲•聾•養護学

校における外来指導•巡回指導の開始，教育セ

ンターにおける通級学級の開設など多様な活用

方法が想定される。ふたつには，昨年7月288

文部省の「教職員配置の有り方について」の中

間まとめをもとに，今年度より教職員配置の改

善が行われることである。盲・聾•養護学校の

小•中学部の単一障害児学級の編成が一学級 7

人から 6人に，障害児学級も一学級10人から 8

人に改善される。通常学級にも複数担任制が導

入されるが，不十分ではあるが統合教育を支援

する方策として活用されることになろう。

このように人的条件が前進しつつあるなかで

附属学校である本校の場合，教官定数増の要求

は本年も見送られた。法定数すら満たされない

なかで，指導者数の不足は研究と実践活動を推

進するうえで支障を起こし深刻な事態となって

いる。公立養護学校における児童生徒一人に対

する指導者の割合は概ね「1:1.5」であるのに

対し，本校では「1:3」と約半分である。これ

は，重度重複学級が認可されていないことと小

学部における複式学級が解消されていないこと

に起因することが大である。在籍児童生徒の重

度化と，個々の子どもの要求，父母の願いに応

えきれないことに，私たちのいらだちがある。

障害児の自立について 昨年12月7日，兵庫

の実践的検討の必要性 県教育委員会は「精

神薄弱養護学校高等部の入学に関する方針」を

決定した。「これらの高等部教育は生徒一人ひ

とりの自己実現を図るために，『職業自立』『社

会自立』に加えて，家庭生活の理解や生活に必

要な知識技能，態度の習得などをめざす『生

活自立』を目標にして推進する」とし，入学基

準については，従来の「三原則」（自力通学可

能，身辺処理可能，教育課程履修可能）を撤廃

し，「自己実現を図るための教育課程が履修で

きること」に改めた。そして，今年3月16日，

受験者全員の合格が実現した。しかし，県教委

は「希望者全員入学を前提としていない」と主

張し，「要件として，一部他人の援助によって

生徒自ら学習活動ができることや，人とのかか

わりのなかで集団生活ができ，自他の意志交換

ができる」という新たな基準を設定した。
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発達段階の低い生徒にとっての「学習活動，

集団生活，意志交換とは何か」について，科学

的な発達観のもとに実践のうえから明らかにす

る課題が生じている。これは，「すべての障害

児に権利としての後期中等教育を」という理念

で，「12年間一貫教育」を掲げてきた私たちの

責任でもある。

「職業教育の充実」をうたう高等部の新学習

指導要領の94年実施をまえに，高等部教育のあ

り方が全国的に論議されている。兵庫県教育委

員会もこのことを指導の頂点とし，「進路指導

に焦点をあてた職業教育のあり方」をテーマに

養護学校高等部職業教育研究校を指定している。

これは，ひとり高等部のみの問題でなく，「職

業自立」を目標とすることに傾斜しがちな点で，

小• 中学部の教育内容にも影響をおよぼしかね

ない。「職業教育とは何か，『自立』とは何か」

という点での論議をいっそう深めていきたい。

今年1月21日，中央心身障害者対策協議会が

「『国連・障害者の10年』以降の障害者対策のあ

り方」についての意見具申を政府に行った。不

十分な点はもちつつも，わが国における「障害

者の10年」の到達点を概括したものであり， 21

世紀に向けた政策のあり方について国や自体に

責任ある年次計画の立案とその実施を求めてい

く必要がある。また 2月14日，社会保障制度審

議会の将来像委員会は「社会保障の理念等の見

直しについて」と題する第一次報告をまとめた。

「公的責任の縮小と家族・個人の責任」をうち

だしているのが特徴である。「自立とは何か。

そのことに学校教育はどうかかわっていくのか」

について論議が求められている。

注目をあびる附属 本校の「12年間の一貫教

養護学校の教育 育」の方針は，県教委の

「入学三原則」の撤廃にともない， その正当性

が証明されることとなった。しかし，本校のと

りくみについて，研究協議会の参加者や参観者

また関係者から疑問や質問が出されていること

も事実である。これらの指摘もうけとめながら

実践上の課題を検討していきたい。

(1) 発達段階の低い子どもに，教育目標として

「人格形成」をかかげるのは心もとないので

はないか。障害の重い子の「人格」とは何か，

また，「自治活動」と呼ぶ活動は可能なのか。

重い子にとっての「自治」とは何なのか。

(2) 発達段階の低い子どもに，「教科」学習は

可能か。生活単元学習を軸に「合科統合」の

方法をとるべきではないか。「教科」とは何

なのか。「基礎学力」とは何か。

(3) 学校教育の最終段階となる高等部こそ「職

業自立」に直結する職業教育を重視すべきで

はないか。生産と呼ぶ「作業」の時間も少な

すぎないか。人格発達における「労働」の果

たす役割は何か。

(4)「生徒みずからが卒業後の生活をみとおす」

というような進路指導で， ことは進むのか。

「進路を生徒に考えさせる，選ばせる」とい

うことは可能なのか。

(5) 日課のなかに「養護・訓練」が見あたらな

いのはなぜか。「養訓」の必要性と教育課程

上の位置づけについてどう考えているのか。

(6) 「認可学級（申請）編成でなく，タテ割り

等の基礎集団編成を行っているがどんな意味

をもつのか。「質•量」に関連して，子ども

の発達に必要な集団とは何か。

(7) 障害をもたない子どもとの「交流」を積極

的にすすめていくべきではないか。また，障

害名等の記入があるが，問願はないのか。

等々，発達段階の低い子どもの教育のあり方を

中心として疑問が投げかけられている。重度の
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子どもに対する教育が未だ手探りであることと

同時に，本校への期待の大きさを示している。

私たちは，理念を先走りさせるのではなく，

実践と事実にもとずき， これらの質問に答えて

いきたいと思う。私たちは，「子どもから出発

し子どもにたちかえる」ということを研究と実

践の基調にしてきている。これらの疑問に応え

るには「人間の発達とは何か」ということを中

心にして，「学校とは何か，学力とは何か」，そ

して「教育とは何か」という問題に迫る課題で

あることを共通の認識としてとらえたい。

発達科学部との共同研究 大学改革と教育学

と公開研究協議会の実施 部改組にともない

昨年10月「達科学部附属養護学校」と校名を変

更した。本校に学ぶ子どもたちの発達を保障す

る立場からの大学改革を願ってきたが，本校教

官と保護者の関知しないところですすめられた

ことに，私たちは当局に不信の念を禁じえなかっ

た。教員養成が主たる任務ではなくなったが，

本校が従来とりくんできた「発達研究を主軸に

しながら，障害と発達についての科学的な把握」

という研究主題を，さらに発展させていくこと

が本校の任務であることを確認している。ただ

本校の将来像について不透明な部分も残されて

おり，学部との協議を重ねながら明らかにして

いきたい。研究を通して，学部との連携をどう

つくっていくか，今年度の大きな課題である。

従来のような「特殊教育研究室」という狭いつ

ながりでなく，人間発達科学科をはじめ環境科

学科，行動表現学科と対応関係をひろげていく

必要があろう。

第11回研究協議会は本年11月19日（金）に実

施する。新学部になっての初めての対外的な公

開研究協議会であり，実行委員会と連携しなが

ら全力をあげてとりくむことにする。

2. 研究推進委員会の任務について

研究推進委員会は，本校の研究推進活動全般

を円滑にすすめ，また指導していく責任を負っ

ている。そのために，研究と実践にかかわるす

べての問題等について把握しておく必要がある。

毎月一回の定例会議を設定し，研究実践活動に

かかわる諸問題について協議を行う。「研究推

進ニュース」の毎週月曜日の定期発行に努め，

研究推進にかかわるすべての情報を全教官がも

つようにする。

3. 研究推進の基本方針について

研究主題として，養護学校教育義務制実施後

課題としてきた「障害と発達，生活実態に視点

をあてた障害児教育実践の創造」を継続して追

求する。また「科学的，系統的，民主的」とう

たってきた実践のなかみを，「科学的」という

名で統括し，文字通り「発達科学」にふさわし

い主題とすることにした。

昨年度総括研究会で，「小• 中・高の学部研

究の関連性を考えていくべきでないか」という

提起がされている。「発達についての科学的な

把握」が，その基盤であろう。「学童期一思春

期一青年期」という生活年齢を軸にしながら，

障害との関連において「1歳半， 4歳 7歳の

発達の質的転換期」をどうのりこえていくかと

いうことを実践的課題としていきたい。「注

目をあびる本校の教育」のなかで述べたように，

発達段階の低い子，障害の「重い」といわれる

子どもについての教育内容と指導のあり方が問

われてくる。その意味で，小学部における「一

歳半」という発達の節目についての学習と実践

中学部•高等部の生活年齢が高く発達段階の低

い生徒に対する指導のあり方が教育実践上の重

点課題となろう。
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4. 研究推進の具体的内容と方針について

第11回障害児教育研究協議会にむけてのとり

くみを常に視野にいれながら具体化をはかり

すすめていくことにする。

(1) 日々の教育実践すすめていく基盤である

「学部研究会」の充実をめざす。

「子どもがわかる」ことなしに，確信をもっ

た授業実践をすすめることはできない。子ど

も一人ひとりを発達的に理解していくとり<

みを，第一義的な課題とする。

① 学部ごとに研究テーマを設定し．研究と

実践の上の具体的な課題を設定する。研究

のすすめかた．内容についても年度当初に

学部の方針をもつようにする。 5月研究推

進委員会に提出し論議を深めることにする。

② 児童生徒の実態把握をすすめる。障害と

発達の状況を科学的に把握し，生活実態を

ふまえて，子ども一人ひとりについての発

達課題を明らかにする。その際，「教育実

践カルテ」を作成し，学部内での集団論議

を行い，日々の教育実践に活用する。

③ 授業実践の力量をたかめる。「指導計画」

をもって授業をすすめ，実践の総括を行い，

「実践記録•研究集録」につなげていく。

「授業研究会」を多様に設定し，実践的カ

量をたかめあう教師集団づくりをめざす。

④ 障害や発達についての理論的学習，研究

テーマと内容等について学習をすすめてい

きたい。文献を活用することはもとより，

研究協議会の共同研究者を招くなどのとり

くみも実行委員会と協議してすすめる。

⑤ 実践の「体系化」のために，「実践記録」

をもとに教科等別に整理する。

⑥ 個々の児童生徒の「縦断的」な発達の跡

を見るとりくみとして「発達検査•教育実

践カルテ」の整理等を行う。

(2) 各学部のとりくみを，全教官が共通理解を

し，学部を越え全教官の協議の場として全校

研究会を3回実施する。

7月は各学部のとりくみの方向を確めあう

場とし， 11月は学部別研究協議会の提案内容

について協議する。 3月は年度末総括研究会

として，今年度のとりくみの反省と次年度の

課題について協議する。

(3) 「自主研究会」の発展のために研推委とし

て援助する。各グループの自主的活動を，予

算の保障，日時の設定，発表の場の保障など

側面から援助する。

(4) 「研究集録 No.20」を刊行する。今年度の

研究と実践をまとめ，また本校の年次記録と

して位置づける。年度末に編集を終了する。

(5) 研究活動における対外的な諸課題，地域と

の連携に積極的にとりくむ。

① 学部・附属交流会議へ参加し，学部と組

織的なつながりをつくっていく。また，研

究協議会を通して学部教官との連携をつくっ

ていく。

② 研究協議会を通して，教育行政機関•福

祉関係等とのつながりをつくっていく。

③ 本校の研究と実践のとりくみをひろげて

いく。研究誌への掲載，研究会への報告書

の提出などに積極的にとりくむ。

(6) 他校の実践に学ぶために，学部や研究グルー

プの必要と要求にもとずいて「研究出張」を

実施する。方針と計画をもってすすめる。

(7) 研究に必要な物品の購入をすすめる。図書，

VTR, 検査器具等，必要な物品について

の希望を集約しながらすすめる。

(8) その他，研究と実践活動に必要なことがら

があれば、委員会で協議する。
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93年度研究推進活動の経過 1994. 3. 8 研究推進委員会

研究推進委員会 研究推進活動 参加の研究出張 研究推進ニュース

1. 第1回委員会 12. Nn 1 研推委員の抱負を語る
・組織の確立 19. Nn 2 各学部研究推進の方針
•担当任務 について

4 
2. 第2回委員会 16. 学部研究会 26. Nu 3 校長インタピュー

•方針案検討 I 23. 学部研究会
, ：.明..石...市...養...護....教...., : 

「研推委に望む｝

5. 新着任教官研修 •研究テーマの設定
：諭研修会 ． 

6. 第3回委員会 •方針と内容年間計画につ
•方針案検討n いての検討 i明石市障害児：

11. 第4回委員会 6. 学部研究会（小•中）
：学級担任研修’

6. No.4 学部研究テーマの紹介
•学部研究推進の 14. 学部研究会

会（小中）

年間計画 21. 学部研究会 ※毎月実施 17. No.5 各学部研究会のようす
・ニュース発行計 24. 授業研究／小ーえがくつくる ／参加

5 画 25. 授業研究／中ー音楽 24. No. 6 自主研案内
•研究出張方針 授業研究／高一体育 授業前研究（指導案検

•研究図書購入 28. 学部研究会（小•高） 討）

• 自主研の設定 23. 障害児教育入門セミ 31. No. 7 障害児教育入門セミナー
18. 研究集録発送 ナー I 報告

10. 第5回委員会 4. 学部研究会（中•高） 2. 県精養総会 7. No.8 県精養総会の報告
•学部研究推進の 11. 学部研究会 6. 障害児教育入門セミ 研究協議会の意義と課

問題点と課題 25. 自主研究会 ナー11 題①

•研究協議会の共 13. 障害児教育講演会 14. No. 9 入門セミナー報告
同研究者の候補 （神戸） 研究協議会の意義と課

・購入雑誌の見直 16. 県障害児学校視聴覚 題②

6 し 研（播磨養） 21. NnlO 障害児教育講演会報告
•学部の研究紀要 23. 県精養養訓実技（出 研究協議会の意義と課
について 石養） 題③

•第 1 回全校研究 24. 向日丘養実践交流会
会実施計画 （京都） 28. No.11 全校研実施計画

30. 県精養養教部会I 研究協議会の意義と課

（明石） 題④

4. 第6回委員会 2. 学部研究会 7. 近精養養教部会I 6. Nn12 全校研究会の各学部の
•第 1 回全校研究 8. 第1回全校研究会 （大阪） 問題提起内容研究協議
会の実施にあたっ 9. 学部研究会（高） 22-23 文部省教育課程 会の意義と課題⑤
て最終確認 15. 学部研究会（中） 講習会

7 
•夏期休業中の課 16. 学部研究会（小） 30. 造形教育研修会 12. No.13 自主研紹介
題について（学 22. 学部研究会（小） （神戸） 近精養養教部会，向日
部研，研究出張 23. 学部研究会（中•高） 丘養の報告

等） 26. 学部研究会（高） 14. Nn14 夏期休業中の学部研計
27. 学部研究会（小） 画
29. 学部研究会（中） 全校研を終えて

30. 第7回委員会 19. 木の根学園職員と懇談会 2. 音楽教育の会
•夏期休業中の学 学部研究会（高） （大阪）
部研究会報告 23. 学部研究会（高） 10-12 近精養研究大会

8 
•二学期の日程 26. 学部研究会（小） （滋賀）
・研究図書の購入 27. 学部研究会（小• 中） 20. 兵民教研（姫路）
•研推ニュース発 30. 文部省教育課程講習会の報告 造形教育研究
行計画 研修会 23-24 科学的障害児研

［研究図書の整備］ （京都）

14. 第8回委員会 1. 第一学期「実践記録」刊行 21, 県精養レク部会 1 . No.15 夏期休業中の学部研報
［研究協議会にむけて （小• 中• 高） （いなみ野養） 告（高）

， のとりくみ］ 3. 学部研究会 6. No.16 学部研報告（小）
•各学部の計画 10, 学部研究会 13. No.17 学部研報告（中）
•公開授業の指導 28. 学部研究会（小） 20. No.18 公開授業づくり
案の作成 27. No.19 指導案検討（小）
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5. 第9回委員会 1. 学部研究会 14. 教育課程講習会I 4. Nn20 指導案検討（中）
［研究協議会にむけて 4. 授業研究／小ーえがくつくる （神戸） 12. No.21 指導案検討）高）
のとりくみ］ 5. 授業研究／中一美術 15. 精神薄弱児教育講演 協議会の提案／高
・指導案の作成 6. 授業研究／高一生産 会（神戸） 18. N<l22 教育課程講習会報告
•学部別研究協議 8. 学部研究会（高） 25. 県精養小学部会 「資料」の作成

10 
会の資料の作成 15, 学部研究会（小• 中） （阪神養） 25. Nn23 司会者打合せ会に期待

• 「要項」の作成 21. 学部研究会（中） 29, 教育課程講習会1I するもの

22. 学部研究会（小• 高） （神戸）

［上半期の研究出張旅 26, 研究協議会「共同研究者（司
費の執行状況］ 会）打合せ会

29. 学部研究会（高）

2. 第10回委員会 5. 学部研究会 4-5 教大協特殊部会 1. Nn24 司会者打合せ会報告
［研究協議会にむけて 11. 第2回全校研究会 （和歌山大附養） （各学部）

のとりくみ］ 12. 学部研究会 10. 近附連教育実習部会 8. No.25 第2回全校研究会の趣
•司会者打ち合わ 19. 第11回障害児教育研究協議会 （兵教大附小） 旨
せ会の総括 24. 県精養養訓部会 12月のとりくみ
•各学部のとり< （北はりま養） 15. No.26 教大協報告

11 み報告（授業づ 26. 近精養高等部会 全校研の総括

くり，資料作成 （奈良高等養） 22, No.27 研究協議会総括の視点
VTR制作） 27. 全障研学習会 について

（三木） 24. Nn28, 29 研究協議会参会者
［第2回全校研究会実 29. 県精養中学部会 のアンケート

施計画］ （姫路養） 30. No.30 研究協議会を終えて
（小）

7. 第11回委員会 10. 学部研究会 3, 近附連養教部会 6. No.31 研究協議会を終えて
・研究協議会第一 （大阪） （高）

次総括 15. 近精養小学部会 I 近精養高部会•県精養
9. 第12回委員会 （大阪豊中養） 養訓部会報告

12 •研究協議会第二 13. Nn32 研究協議会を終えて
次総括 （中）
•第三学期の日程 全障研報告
• 「研究集録No.20 20. Nn33 2学期をふりかえる
の編集について」

13. 第13回委員会 12. 第二学期「授業実践記録」刊 13. 県精養養教部会皿 18. Nu34 3学期のとりくみ
•三学期の各学部 行（小• 中• 高） （神戸） （小）
のとりくみ 14. 学部研究会 19. 近精養中学部会1I 年頭にあたって

l • 「研究集録Nn20 21. 学部研究会 （京都大附養） 24. No.35 3学期のとりくみ
の編集（第二次 28. 自主研究会 26. 県精養高等部会 （高）

計画） （青陽高等養） 31. No.36 3学期のとりくみ
（中）

8. 第14回委員会 4. 学部研究会（小） 4. 桃山養実践報告会 7. No.37 桃山養実践報告会の報
•学部研究のとり 10. 学部研究会（中・高） （京都） 告
くみ状況 18. 学部研究会 10. 滋賀大附養研究会 14. No.38 学部研報告（中）

• 「研究集録No.20 25, 自主研究会 15. 近精養小学部会n 講義「初等教育の研究

2 
の編集（第三次 （青陽東養） 一障害児教育」

計画） 21. 県精養総会1I 22. Nn39 近精養小の報告
•県精養の総括 25. 与謝海養実践報告会 清水校長「自閉性発達

（京都） 遅滞と思春期」
28. 池40 県精養総会の報告

総括の視点

8. 第15回委員会 学部研究（総括） 14. 近精養養教部会 7. Nn41 研究実践とは，
• 92年度研究推進 16. 第3回全校研究会（総括） （神戸） 与謝の海養研報告

3 
活動の総括 25. 「研究集録Nn20」編集 17. 県精養養教部会IV 14. No.42 総括研案内
•第 3 回全校研究 （明石） 19. tin43 終わりに
会の実施計画 26-27 発達保障研
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(93総括）

問われる「教育的識見と

専門的力量」

1994.3.16 第3回全校研究会

1. 障害児教育をめぐる情勢と本校教育の課題

について

兵庫県における，いわゆる高等部入学の三原

則が撤廃され，「どんなに障害の重い子も高等

部教育が受けられる」ようになったと，関係者

の喜びと期待は大きかった。研究協議会の全体

報告で，このことは単なる制度上の改革にとど

まらず，「障害や発達をどうみるか，教育とは

何か」について障害児教育の内容づくりに百八

十度転換を迫るものであると指摘した。しかし

現状は何も変わっていないようである。

「高等部は就労をめざした作業学習に力を入

れている」「13時間の『職業・家庭』と就労に

必要な体力づくりのため 6時間の体育を実施」

「高等部卒業生の企業就労をめざして作業学習

職場実習にとりくんでいる」「社会自立に向け

て積極的に体力向上や現場実習を取り入れ」な

どの学校紹介（兵庫県障害児教育振興会編「平

成5年度／障害児教育…兵庫）をみるとき，容

易ならないものを感じる。本校高等部1年の生

徒が年度途中で転出の事態となったとき，すん

なりと県立養護学校に転入学が認められず一年

待機とならざるをえなかったこともうなずける。

「社会的自立」をほとんどの学校が掲げてい

るが， 94年度より実施される新学習指導要領の

特徴とする「戦業教育の充実」とは， このよう

な中身をさしているのであろうか。「働くこと

と人格の形成」を正しく結合させた本校高等部

の青年期教育の創造と，「仲間とともに，文化

活動を楽しむことをつうじて，自治の力をっち

かい」（同，本校紹介）という本校教育の目標

に向けての実践の蓄積が，今日的状況のなかで

いっそう注目を浴びている。このことに確信を

もって研究と実践にとりくんでいきたい。

学部改組の初年度であり，学部と研究をとお

してどのようにつながりをつくっていくかにつ

いて，研究協議会の実施と並行しながら協議を

してきたが，具体化の運びにはなっていない。

発達科学部における附属校の位置づけを明確化

させるとともに，本校として学部への要望を整

理する必要がある。人間発達科学科障害児教育

コースの教育課程と本校の役割と関連性につい

て，さらに論議をすすめていきたい。

教官定数が満たされないなかでの指導者数の

不足は，本校の研究と実践をすすめていくうえ

で，今年度もいっそうその矛盾をひろげていっ

た。教官の子どもを思い，教育を思う熱い気持

ちだけでは，親や子どもの願いにていねいに応

えきれなくなりつつある。子どもの実態と，子

どもの要求に応える指導のあり方からの指導者

数の増を委員会として整理し提起する必要があ

ろう。

2. 研究推進委員会の任務について

研究と実践の中心となる学部研究会の報告を

もとに，そこで出された問題点などもちよって

協議することを委員会の大事な柱とすることに

した。そのことによって全校の研究推進の牽引

的な役割が果たせたように思う。委員は「研究

出張，研究図書研推ニュース」等の任務を分

担し，研究推進に全校的な責任を追うことにし

た。ニュースの定期的発行は，研推の活動が全

教官の目に見えることになり，見通しを持つ点

で役割が大きかった。
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次年度の組織も，今年同様に，校長・副校長

主事，学部委員の8名で確立したい。

3. 研究推進の基本方針について

附属学校として「本校の研究とは何か」とい

う問いかけもされている。本校でいう「実践研

究」の意味を，いま一度確かめ合っておきたい。

「研究という作業で何を大切にするか」とい

う問題提起が，全校研究会で学校長よりされた。

そのなかで，「子どもの日常しめしていること

のなかから，大事なことをとりあげ伝え合う」

ことの重要性が話された。私たちの研究は，い

ま目の前にしている子どもから出発することを

あらためて確認することができた。教育の実践

家でなければできないことを，教育の実践家だ

からこそできることを，真正面にすえながら研

究活動にとりくみたいと思う。

研究と実践は対立すべきものでないし，対立

させてはならない。発達を学ぶことは，よりよ

い実践をつくりだし，よい実践をするためには

発達を学ばなければならないと思う。そのとき

発達を軸にして，子どもと教師の願いの一致す

る姿がみられるといってよいであろう。

「子どもをどうみるか」という「発達的理解」

について，指導者が共通の理解をもつことの必

要性が提起されている。その他，「教科とは」

「人格発達とは」「職業教育，労働教育とは」

「進路指導とは」など，日常的に実践のうえで

使っている用語についても，「本校では， こう

考え，こういう意味づけで使っている」という

統一見解を整理する必要が学校長からも指摘を

受けている。次年度からの課題としたい。

告に委ねる。その他のとりくみについて，次年

度は研究協議会を実施しない年であることを考

慮し，若干の提起をしておきたい。

(1) 全校研究会を学部研究会との関連におい

て計画する問題である。今年は，研究協議会

の準備と並行させたため，学部の報告をもと

に論議する機会としたが，子どもの姿を真正

面にすえた実践報告，授業研究会など， じか

に学部のとりくみが全校教官に伝わるような

会にしてみたい。

(2) 学部の枠を越えた教官集団であることの

意味も捨てがた<. 自主研究会は継続してと

りくむ。時間の保障が問題になっているが，

どこまでも「自主」の趣旨を尊重していきた

い。

(3) 学部との連携については前述したが，県

精養・近精養，また地域の障害児教育関係者

と研究と実践をとおして積極的につながりを

つくっていきたい。

(4) 研究出張については，旅費予算の関係で

かなり精選してとりくんだ。学部や個々の教

官の要求が入れられるよう，学校運営全体の

なかで考えなければならないが，旅費予算の

増額を望みたい。

94年度から高等部の新学習指導要領が実施と

なり，全学部で教育課程編成を視野に入れたと

りくみが開始される。私たち教師に求められて

いるのは，なによりも教育的識見と専門的力量

である。それは，科学的な障害観と発達観から

導き出される。そのことを教官集団全体のもの

にしていくためのとりくみを研究推進委員会は

具体的に提起していく責任を負っていると考え

4. 研究推進の具体的な内容について る。

学部研究の総括は，各学部の研究と実践の報 （文責／研究推進委員会委員長津田充幸）
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